
修正前 修正後

11.1　メーター上流配管

【修正点】
　・メーターユニットを標準化

図11-1

P63

①-1

（官民界から1.5m未満）

給水管標準横断図面（Φ20,25）

1.5m未満

G.L

Φ20，25

品名
給水口径

20　25

① サドル付分水栓

② 継手 EFソケット

③ 給水管 水道給水用ポリエチレン管（PE100・青色・JIS K6762 外径寸法かつ最低肉厚3mm以上）

④ EFエルボ

⑥ 埋設メーターユニット
開閉防止型止水栓・自重式逆止弁　樹脂蓋

⑦

開閉防止型止水栓・自重式逆止弁　鋳物蓋

量水器 上下水道課貸与（取り出し管に対して小口径量水器取り付けも可）

② ③

③

④

⑤ ⑦

民地

※ 本管がHPPEの場合

⑤ HPPE挿し口付継手メーター用

⑥

継手

継手

④

①-1 分水EFサドル（止水タイプ）　①-2 PE挿し口付サドル分水栓（塩ビ管用・鋳鉄管用）

図11-1

③

②

浸透防護スリーブ

※ 本管が塩ビ管、鋳鉄管の場合

①-2

②

※サドル分水栓は回転タイプを使用、

本管がDIPの場合、密着コアを挿入。

浸透防護スリーブ

※給水管撤去時は既設サドル分水栓に浸透防護スリーブを施工すること。

※鋳鉄管の場合は専用のポリエチレンスリーブを使用すること。

①-1

（官民界から1.5m未満）

給水管標準横断図面（Φ20,25）

1.5m未満

G.L

Φ20，25

品名
給水口径

20　25

① サドル付分水栓

② 継手 EFソケット

③ 給水管 水道給水用ポリエチレン管（PE100・青色・JIS外径寸法・SDR11かつ最低肉厚3mm以上）

④ EFエルボ

⑥ 止水栓 開閉防止型ボール伸縮止水栓　K型　蝶H

⑦ 量水器筐
樹脂蓋：底板付

鋳鉄蓋：底板付

⑧ 量水器 上下水道課貸与（取り出し管に対して小口径量水器取り付けも可）

⑨ 逆止弁 逆止弁　S型　メータ

② ③

③

④

⑤ ⑧

⑦ ⑨

民地

※ 本管がHPPEの場合

⑤ HPPE挿し口付継手メーター用

⑥

継手

継手

④

①-1 分水EFサドル（止水タイプ）　①-2 PE挿し口付サドル分水栓（塩ビ管用・鋳鉄管用）

図11-1

③

②

浸透防護スリーブ

※ 本管が塩ビ管、鋳鉄管の場合

①-2

②

※本管がDIPの場合サドル分水栓は回転タイプを使用、

密着コアを挿入。

浸透防護スリーブ

※給水管撤去時は既設サドル分水栓に浸透防護スリーブを施工すること。

※鋳鉄管の場合は専用のポリエチレンスリーブを使用すること。



修正前 修正後

11.1　メーター上流配管

【修正点】
　・メーターユニットを標準化

図11-2

P64

40mm用メータBOX

①-1

④

⑩ ⑪

⑫

※民地側１．５ｍ未満に仕切弁筐を設置のこと。

G.L 民地

※ 本管がHPPEの場合 ⑧

給水管標準横断図面（Φ40）

※注意　分水EFサドル（止水タイプ）×50ISO外径品使用のこと。

JWWA-PWA変換継手 φ50×φ50PWA

⑦

図11-2

品名
給水口径

40

① サドル付分水栓

② 継手 EFソケット　φ50

③ 給水管 水道配水用ポリエチレン管　JWWA　K144　φ50

④ 止水栓 PE挿し口付ソフトシール仕切弁　φ50

⑤ 継手 EFエルボ　φ50

⑥

止水栓

⑦

仕切弁筐

⑧

量水器筐

⑨

①-1 分水EFサドル（止水タイプ）　①-2 PE挿し口付サドル分水栓（塩ビ管用・鋳鉄管用）

継手

⑩

Φ40

② ②

③ ③

②

⑤

伸縮止水栓 BC 丸ハンドル

LJV2TD-HK、FRP筒：B-400J、座台：THP-11

上下水道課貸与

EFレデューサφ50×φ40

⑥

量水器

⑪

継手 HPPE挿し口付継手メーター用

②

継手

⑫

⑨

※取出し口径φ50

浸透防護スリーブ

※ 本管が塩ビ管、鋳鉄管の場合

①-2

②

※本管がDIPの場合サドル分水栓は回転タイプを使用、

密着コアを挿入。

浸透防護スリーブ

※給水管撤去時は既設サドル分水栓に浸透防護スリーブを施工すること。

※鋳鉄管の場合は専用のポリエチレンスリーブを使用すること。

浸透防護スリーブ

※ 本管が塩ビ管、鋳鉄管の場合

①-2

②

※サドル分水栓は回転タイプを使用、

本管がDIPの場合、密着コアを挿入。

浸透防護スリーブ

①-1

④

⑩

⑪

※民地側１．５ｍ未満に仕切弁筐を設置のこと。

G.L 民地

※ 本管がHPPEの場合
⑧

給水管標準横断図面（Φ40）

※注意　分水EFサドル（止水タイプ）×50ISO外径品使用のこと。

⑦

図11-2

② ②

③ ③

②

⑤

⑥
②

⑨

※給水管撤去時は既設サドル分水栓に浸透防護スリーブを施工すること。

※鋳鉄管の場合は専用のポリエチレンスリーブを使用すること。

JWWA-PWA変換継手 φ50×φ50PWA

品名
給水口径

40

① サドル付分水栓

② 継手 EFソケット　φ50

③ 給水管 水道配水用ポリエチレン管　JWWA　K144　φ50

④ 止水栓 PE挿し口付ソフトシール仕切弁　φ50

⑤ 継手 EFエルボ　φ50

⑥

埋設メータユニット

⑦

仕切弁筐

⑧

⑨

①-1 分水EFサドル（止水タイプ）　①-2 PE挿し口付サドル分水栓（塩ビ管用・鋳鉄管用）

継手

⑩

Φ40

止水栓・バネ式逆止弁　樹脂蓋

LJV2TD-HK、FRP筒：B-400J、座台：THP-11

上下水道課貸与

EFレデューサφ50×φ40

量水器⑪

継手 HPPE挿し口付継手メーター用

継手

※取出し口径φ50

止水栓・バネ式逆止弁　鋳物蓋



修正前 修正後

11.1　メーター上流配管

【修正点】
　・メーターユニットを標準化

図11-3

P65

Φ50

品名
給水口径

50

① サドル付分水栓

② 継手 EFソケット

③ 給水管 水道配水用ポリエチレン管　JWWA　K144

④ 止水栓 PE挿し口付ソフトシール仕切弁

⑤ 継手 EFエルボ

⑥

止水栓 伸縮止水栓 BC 丸ハンドル⑦

仕切弁筐 LJV2TD-HK、FRP筒：B-400J、座台：THP-11⑧

量水器筐 φ50mm用メーターBOX⑨

量水器 上下水道課貸与

①-1

④

③

②

③

⑥ ⑥

⑧

⑦

⑨

給水管標準横断図面（Φ50）

※民地側１．５ｍ未満に仕切弁筐を設置のこと。

G.L 民地

※本管がHPPEの場合

①-1 分水EFサドル（止水タイプ）　①-2 PE挿し口付サドル分水栓（塩ビ管用・鋳鉄管用）

継手 HPPE挿し口付継手メーター用

⑩

② ②

※注意　分水EFサドル（止水タイプ）×50ISO外径品使用のこと。

図11-3

⑩

⑤

②

浸透防護スリーブ

※本管が塩ビ管、鋳鉄管の場合

②

浸透防護スリーブ

①-2
※本管がDIPの場合サドル分水栓は回転タイプを使用、

密着コアを挿入。

※給水管撤去時は既設サドル分水栓に浸透防護スリーブを施工すること。

※鋳鉄管の場合は専用のポリエチレンスリーブを使用すること。

浸透防護スリーブ

※本管が塩ビ管、鋳鉄管の場合

②

浸透防護スリーブ

①-2

※サドル分水栓は回転タイプを使用、

本管がDIPの場合、密着コアを挿入。

※給水管撤去時は既設サドル分水栓に浸透防護スリーブを施工すること。

※鋳鉄管の場合は専用のポリエチレンスリーブを使用すること。

Φ50

品名
給水口径

50

① サドル付分水栓

② 継手 EFソケット

③ 給水管 水道配水用ポリエチレン管　JWWA　K144

④ 止水栓 PE挿し口付ソフトシール仕切弁

⑤ 継手 EFエルボ

⑥

埋設メータユニット⑦

仕切弁筐 LJV2TD-HK、FRP筒：B-400J、座台：THP-11⑧

⑨ 量水器 上下水道課貸与

①-1

④

③

②

③

⑥

⑧

⑦

⑨

給水管標準横断図面（Φ50）

※民地側１．５ｍ未満に仕切弁筐を設置のこと。

G.L 民地

※本管がHPPEの場合

①-1 分水EFサドル（止水タイプ）　①-2 PE挿し口付サドル分水栓（塩ビ管用・鋳鉄管用）

継手 HPPE挿し口付継手メーター用

② ②

※注意　分水EFサドル（止水タイプ）×50ISO外径品使用のこと。

図11-3

⑤

②

止水栓・バネ式逆止弁　樹脂蓋

止水栓・バネ式逆止弁　鋳物蓋

⑤



修正前 修正後

11.1　メーター上流配管

【修正点】
　・メーターユニットを標準化

図11-4

P66

Φ75,100　

品名
給水口径

75　100

① T字管

② 継手 EFフランジ短管

③ 給水管 水道配水用ポリエチレン管　JWWA　K144

④ 継手 EFソケット

⑤ 止水栓 PE挿し口付ソフトシール仕切弁

⑥

⑦ 仕切弁筐 LJV2TD-HK、FRP筒：B-400J、座台：THP-11

⑧ 量水器筐 量水器鉄蓋

⑨ 量水器 上下水道課貸与

①

②

⑦

給水管標準横断図面（φ75・100）

※民地側１．５ｍ未満に仕切弁筐を設置のこと。

G.L 民地

T字管（割T字管）

継手 EF両受90°ベンド

図11-4

⑦

③ ④ ④⑤

③

③

⑥
②

⑧

⑨

浸透防護スリーブ

※給水管撤去時は既設サドル分水栓に浸透防護スリーブを施工すること。

※鋳鉄管の場合は専用のポリエチレンスリーブを使用すること。

浸透防護スリーブ

※給水管撤去時は既設サドル分水栓に浸透防護スリーブを施工すること。

※鋳鉄管の場合は専用のポリエチレンスリーブを使用すること。

Φ75,100　

品名
給水口径

75

① T字管

② 継手 EFフランジ短管

③ 給水管 水道配水用ポリエチレン管　JWWA　K144

④ 継手 EFソケット

⑤ 止水栓 PE挿し口付ソフトシール仕切弁

⑥

⑦ 仕切弁筐 LJV2TD-HK、FRP筒：B-400J、座台：THP-11

⑧ 埋設メータユニット 仕切弁、バネ式逆止弁内蔵仕切弁

⑨ 量水器 上下水道課貸与

①

②

⑦

給水管標準横断図面（φ75）

※民地側１．５ｍ未満に仕切弁筐を設置のこと。

G.L 民地

T字管（割T字管）

継手 EF両受90°ベンド

図11-4

⑦

③ ④ ④⑤

③

③

⑥
②

⑧

⑨



修正前 修正後

11.2　メーターユニットについて

【修正点】
　・新規追加

P73

11.2 メーターユニットについて
1. メーターユニットの標準化について
　配管作業の簡素化や配管時の芯ずれ防止等を図るため、水道メーター周りの給水用具の新設
及び入替を行う場合は、直結止水栓・逆止弁がユニット化された「メーターユニット」の使用
を標準仕様とする※。なお、使用するメーターユニットについては、水道事業者の承認を得て
いる材料を使用すること。

※令和８年４月１日より適用するが、令和８年４月１日から令和９年３月31までを移行期間と
して設け、本期間中は旧使用の在庫がある場合は、それを使用しても良い。ただし、メーター
ユニットに近い構造となるよう、逆止弁を設置すること。


